病理学講義ノート　１５

基礎知識の復習

１．遺伝子で正しくないのはどれか？

１）DNAの変異を修復する機構がある。

２）DNAは1本のポリヌクレオチド鎖である。

３）DNAには遺伝子の発現を調節する部分がある。

４）DNAの遺伝子情報からmRNAが作られるのが転写である。

２．炎症の局所症状と組織変化の組み合わせで正しくないのはどれか？

１）熱感---------末梢血管の収縮
２）発赤---------血管の拡張

３）腫脹---------毛細血管の透過性亢進、浸出液

４）疼痛---------肉芽組織の増殖

３．循環障害と疾患の組み合わせで正しくないのはどれか？

１）虚血――――――――解離性動脈瘤

２）充血――――――――太田母斑

３）うっ血―――――――下肢静脈瘤

４）ショック――――――第3度熱傷

４．免疫機構について記した下記の分を完成させよ。

免疫反応は主に免疫グロブリンにより媒介される液性免疫とリンパ球による非自己傷害・排除反応による細胞性免疫とに大別される。非自己の排除のためには、抗原に対する特異的な反応を起こすことが必要である。免疫系の主体はリンパ球であり、主に液性免疫をBリンパ球と主に細胞性免疫を行う

Tリンパ球に分類される。

５．免疫グロブリンについて正しくない組み合わせはどれか？

１）IgG　　　　免疫応答初期に出現する。
２）IgM　　　　５量体で、2次応答に出現する。
３）IgA　　　　分泌液などに存在し、粘膜免疫を担う。

４）IgE　　　　即時型アレルギーに関与する。

６．病理学的変化とその説明で正しくないのはどれか？

１）肥大　　　　細胞の容積の増加

２）化生　　　　異所性の組織変化

３）壊死　　　　生体内の組織の部分的な死

４）変性　　　　臓器の容積が傷害によって小さくなること。
７．萎縮について正しくない組み合わせはどれか？

１）生理的萎縮　　　　　　老化に伴って起こる萎縮

２）圧迫萎縮　　　　　　　水頭症のような実質の萎縮は長期間組織が圧迫されて起こる。

３）廃用性萎縮　　　　　　神経の遮断によって筋肉の萎縮が進むようなこと。
４）飢餓萎縮　　　　　　栄養摂取ができないために起こる萎縮。

８．黄疸を起こす機序ついてそれぞれ説明しなさい。

１）溶血性黄疸

過剰の溶血のために肝細胞の処理能力を超えるビリルビンが産生される。

２）肝細胞性黄疸

肝炎などの肝細胞傷害

３）閉塞性黄疸

胆石や胆管癌などの胆道閉塞

９．出血傾向を起こす原因を3つ挙げよ。

血小板の減少、凝固因子の異常、血管壁の脆弱性

１０．播種性血管内凝固症候群について文章を完成させなさい。

悪性腫瘍の全身転移や胎盤の早期剥離などでは、血中に組織由来の凝固因子がはいることがある。初めに出血傾向とは逆の血栓ができやすくなり、全身の小血管に多発性の血栓ができる。その結果として凝固因子が使われて減少するために出血しやすくなる。治療には凝血を溶かすヘパリンを使用する。

１１．炎症に関与する細胞の説明として正しくないものはどれか？

１）好中球　　　　　　中性好性の顆粒を持ち、貪食能、遊走能、殺菌作用が活発。

２）好酸球　　　　　　I型アレルギーの原因となる。
３）好塩基球　　　　　寄生虫感染などで増加する。
４）単球　　　　　　　炎症細胞の中で最大で、貪食作用によって異物の処理を行う。

５）リンパ球　　　　　白血球の中で最も小さい細胞で、抗体産生や異物の排除に関与する。

１２．アレルギーの説明で正しくないものはどれか？

１）I型アレルギー　　　抗原が体に入って数分でおこり、抗原はIgEに結合する。気管支喘息など。

２）II型アレルギー　　 抗原と抗体の結合物が沈着して補体の活性化などを介して組織傷害がおこる。
３）III型アレルギー　　細胞に対する抗体によって起こる反応。不適合輸血の際の溶血など。
４）IV型アレルギー　　抗原特異的なT細胞によって起こる。ツベルクリン型アレルギーとも呼ぶ。

１３．AIDSに関して下記の文を完成させなさい。

AIDSの原因ウイルスはHIV (human immunodeficiency virus)というレトロウイルスである。HIVは

CD4陽性T細胞や樹状細胞に感染し、とりわけCD4陽性T細胞を減少させて、免疫不全状態をきたす。感染経路は性交が主なものであるが、全血輸血や血漿製剤輸血や針刺し事故なども経路のひとつである。

１４．悪性腫瘍の細胞や組織の特徴で正しくないのはどれか？

１）核が大きく、核／胞体比が大である。

２）核は不整で、クロマチンの分布が不平等で均一ではない。

３）分裂像がほとんどない。
４）細胞の形態は均一で、分化度が高い。

１５．転移に関する説明で正しくないのはどれか？

１）転移とは、原発部位から離れてほかの部位に達して、そこで増殖することである。

２）転移にはリンパ行性転移と血行性転移がある。

３）消化器系の癌での転移は主に肺にできる。
４）転移は良性腫瘍でも起こる。
１６．先天異常の説明で正しくないのはどれか？

１）クラインフェルター症候群とは性染色体のモノソミーによって生じ、代表的核形は４５X。

２）ダウン症候群の染色体異常は22番染色体のモノソミーである。

３）マルファン症候群は、四肢骨格の異常を呈する疾患であるが、常染色体性優性遺伝である。

４）血友病は第VIII因子の欠損を呈する疾患で、常染色体性劣性遺伝である。

１７．老化に関する以下の分を完成させなさい。

早期老化症の代表的疾患であるウェルナー症候群は、30歳ころから白髪、皮膚のしわ、禿頭、白内障、内臓の老化性病変を呈する。原因はDNAヘリケースの遺伝子変異によりおこる。

１８．浮腫に関する説明で正しくないのはどれか？

１）火傷による浮腫　　　　　　　血管透過性の亢進

２）乳癌術後の患側肢の浮腫　　　リンパ管の閉塞

３）心不全による浮腫　　　　　　毛細血管圧の低下
４）ネフローゼ症候群の浮腫　　　血漿膠質浸透圧の低下

１９．全身へ血液を送り出す心臓の部位は？

１）右心房

２）左心房

３）右心室

４）左心室

２０．右心不全の兆候として正しくないのはどれか？

１）さび色の喀痰
２）頚静脈の怒張

３）呼吸困難
４）下肢の浮腫

２１．狭心症の説明で正しくないのはどれか？

１）狭心症とは冠動脈の狭窄によって生じる。

２）労作性狭心症とは労作時に胸痛などを訴える疾患である。

３）異型狭心症とは、心筋梗塞に移行しやすい状態の狭心症である。

４）不安定狭心症とは、冠動脈の痙攣狭窄によって生じる。

２２．心筋梗塞の説明で正しくないのはどれか？

１）心筋梗塞とは冠動脈の閉塞によって支配する領域の心筋の壊死が起こることをさす。

２）心電図ではST低下が認められる。

３）不整脈として心房細動が起こりやすい。

４）急性期を過ぎての死亡原因としては心不全が多い。

２３．僧帽弁閉鎖不全症の説明で正しくないのはどれか？

１）僧帽弁とは左心房と左心室の間にある弁である。

２）収縮期に左心室から左心房への逆流がおきる。

３）頚静脈の怒張を初期から認める。

４）呼吸困難を初期から認める。

２４．高血圧症の説明で正しくないのはどれか？

１）高血圧の定義としては収縮期血圧150以上、拡張期血圧90以上とされている。

２）本態性高血圧の原因は不明であるが、遺伝要因も一因と考えられている。

３）塩分を1日１２ｇ以下に制限する食事療法が薦められている。

４）本態性高血圧症と原因疾患のある2次性高血圧症がある。

２５．動脈硬化に関する説明で正しくないのはどれか？

１）アテローム硬化は大動脈や脳動脈、冠動脈などの比較的太い動脈に起こる。

２）アテローム硬化は動脈の内膜にアテロームプラーク（粥状硬化斑）ができて内腔が狭くなる。

３）細動脈硬化は高血圧による変化で、脳や腎臓の中の細い動脈に起き易い。

４）メルクルベルグ型硬化は動脈の内膜にカルシウムがたまって硬くなる疾患である。

２６．動脈瘤に関する説明で正しくないのはどれか？

１）大動脈瘤の4分の3は胸部を通過する部分（胸部大動脈）に生じる。

２）大動脈瘤の主な原因は、動脈壁をもろくするアテローム動脈硬化である。

３）血液が血管壁内に流入し内膜部分が解離（剥れた）した状態のことを、急性大動脈解離という。

４）Stanford Aの場合、脳死の危険が高いので、緊急手術適応となる。

２７．肺の機能に関する下記の文を完成させよ。

肺の内部には約3億個の肺胞がある。肺胞の直径は約０．１ｍｍで、すべての肺胞の総面積は６０ｍ２にもおよぶ。これは呼吸細気管支から肺胞の部分で体内に吸入した空気との間でガス交換を効率よく行うためです。肺胞の周りには毛細血管網が発達し、血管内を通る赤血球との間で酸素の取り入れ、2酸化炭素の排出が行われる。

２８．新生児呼吸促迫症候群の説明で正しくないのはどれか？

１）早産であるほど、出生後に新生児が呼吸促迫症候群を引き起こすリスクが下がる。

２）サーファクタントが不足しているために、新生児の肺胞が拡張した状態を保てないことで起こる。

３）新生児無気肺もしくは新生児肺硝子膜症とも呼ばれる。

２９．慢性閉塞性肺疾患の説明で正しくないのはどれか？

１）慢性閉塞性肺疾患では1秒率の増加などがみられる。

２）慢性気管支炎、肺気腫、又は両者の併発によりひきおこされる閉塞性換気障害。

３）慢性閉塞性肺疾患の発症初期の段階では、二酸化炭素濃度は正常のままです。

４）慢性閉塞性肺疾患患者では呼気より吸気が困難である。

３０．気管支喘息の説明で正しくないものはどれか？

１）気管支喘息では1秒率の低下がある。

２）粘液塞栓には好酸球や好酸球の崩壊産物（シャルコーライデン結晶）がみられる。

３）気管支喘息はII型アレルギーである。

４）うっ血性心不全でも喘息様の症状が見られることがある。

３１．肺炎の説明で正しくないのはどれか？

１）肺炎球菌性肺炎は成人には少ない。

２）マイコプラズマ肺炎は中高年に多い。

３）アスペルギルス肺炎は免疫不全患者に多い。

４）院内感染の肺炎としてはブドウ球菌性肺炎が多い。

３２．結核に関する説明で正しくないのはどれか？

１）結核は、感染した組織にできる肉芽腫（粒状の腫瘍）の進行によって特徴づけられている。

２）初感染はたいてい無症候性で、病気の痕跡も残さずに、初期の結核感染から回復している。

３）感染すると1週間くらいでツベルクリン陽性となる。

４）肺結核は日本ではほぼ消滅しつつある。

３３．特発性間質性肺炎の説明で正しくないのはどれか？

１）特発性肺線維症は若年者で症状を認めることが多い。

２）喫煙との関連が指摘されている。

３）肺胞の壁の中や周辺に炎症が起こり、細胞やコラーゲンなどが増加し壁が厚くなる病気。

４）指の先がばち状に太くなることもある。

３４．拘束性肺疾患の説明で正しくないのはどれか？

１）肺の容積減少に伴う肺活量の減少を主徴候とするものを指す。

２）1秒率が低下する。

３）特発性間質性肺炎（肺線維症）、サルコイドーシス、塵肺等が含まれる。

４）ベルクロラ音（有響性の捻髪音）が聞こえる。

３５．肺がんに関する説明で正しくないのはどれか？

１）扁平上皮癌、腺癌、小細胞癌、大細胞癌の4型に分類される。

２）腺癌は肺門部に多く、非喫煙者や女性にも認められる。

３）扁平上皮癌は高齢の男子に多く、末端に腫瘤を形成し、しばしば空洞化。

４）小細胞癌は、早期から転移し、予後は最も悪い。

３６．口腔粘膜腫瘍に関する説明で正しくないのはどれか？

１）前がん病変を白板症という。

２）大部分は扁平上皮癌である。

３）中高年の女性に多く発症する。

４）リスクファクターとして喫煙、アルコール、熱い食物などがある。

３７．流行性耳下腺炎の説明で正しくないのはどれか？

１）ムンプスウイルスの感染症である。

２）片側の耳下腺が侵される。

３）潜伏期が2週間くらいある。

４）時に精巣、卵巣に合併症を起こして、不妊症になることもある。

３８．シェーグレン症候群の説明で正しくないのはどれか？

１）40歳以上の男性に多い。

２）口内乾燥、乾燥性角結膜炎、結合組織疾患を３主徴候とする疾患である。

３）自己免疫疾患である。

４）組織学的には導管周囲にリンパ球浸潤、腺房の萎縮や導管上皮の過形成がみられる。

３９．逆流性食道炎の説明で正しくないのはどれか？

１）包括的な疾患概念として胃食道逆流症（GERD）と呼ばれている。

２）胃食道逆流現象が見られ食道下部に炎症が起こる疾患。

３）胃液の逆流を防御する括約筋機能の亢進や食道裂孔ヘルニアが原因となる。

４）胃や食道の蠕動運動の低下、胃酸分泌の増加、腹圧の上昇などによっておこる。

４０．胃潰瘍について正しくない組み合わせはどれか？

１）原因　　　　　　　　　ヘリコバクター・ピロリ感染

２）脳出血などの病変　　　カーリング潰瘍
３）ステロイド　　　　　　ステロイド潰瘍

４）火傷　　　　　　　　　クッシング潰瘍　　

４１．胃がんについての文章を完成せよ。

胃がんは早期がんと進行がんに分けられる。癌が粘膜内にとどまるか、または浸潤が粘膜下層までのものを早期がんといい、粘膜下層以下に浸潤したものを進行がんという。

４２．胃癌のボルマン分類についての組み合わせで正しくないのはどれか？

１）I型　　　　　　　腫瘤型、隆起型

２）II型　　　　　　 潰瘍浸潤型
３）III型　　　　　　潰瘍限局型
４）IV型　　　　　　 びまん浸潤型

４３．炎症性腸疾患の説明で正しくないのはどれか？

１）回腸末端部に病変が多いのがクローン病である。

２）クローン病では口腔から肛門まで病変が認められる。

３）クローン病は10－30歳の女性に多い。

４）潰瘍性大腸炎は大腸に散在性の浅い潰瘍を形成する疾患である。

４４．大腸がんに関する下記の文を完成せよ。

大腸癌は胃癌に比べて少なく、欧米で多い癌であったが、わが国でも増加している。50-70歳代に多く、80％が直腸とS状結腸にみられる。進行がんは、腫瘤型、潰瘍限局型、潰瘍浸潤型、びまん浸潤型の4型に分類される。

４５．肝臓に栄養を送る血管を2種類書きなさい。

肝動脈、門脈

４６．肝炎ウイルスについて正しくないのはどれか？

1） A型肝炎ウイルスは1本鎖RNAウイルスで血液を介して感染する。

2） A型肝炎ウイルスは慢性化しない。
3） B型肝炎ウイルスは2本鎖DNAウイルスで経口感染する。
4） C型肝炎ウイルスはRNAウイルスで、慢性肝炎の原因となる。
４７．肝炎について正しくないのはどれか。

1） 正常な免疫機能を持つ成人では、急性肝炎にはなってもキャリアーになることはない。

2） 最近ではワクチン接種にてキャリアーの発生は減少している。
3） 慢性肝炎とは３ヶ月以上の肝機能検査の異常とウィルス感染が持続している病態を指す。
4） C型肝炎ウイルスに感染すると、HCV抗体が陽性となりウイルスが排除される。
４８．肝硬変について正しくないのはどれか？

1） 肝硬変症の末期には食道静脈瘤が見られる。

2） 肝硬変症の原因としては、B型肝炎ウイルスが最も多い。
3） 肝性脳症を合併した場合、特徴的な羽ばたき振戦(flapping termor)を認めることもある。
4） 門脈圧亢進に伴い脾臓も腫大し、腹水を認めることもある。
４９．原発性肝癌について正しくないのはどれか？

1） 肝細胞癌の頻度は減少している。
2） 肝細胞癌の転移は脳に認めることが多い。

3） 肝細胞癌の治療として、手術、経皮的エタノール注入療法などが可能であれば予後は良い。
4） 一度手術で取りきれれば再発はない。

５０．胆石症について正しくないのはどれか？

1） 胆石は、主に胆汁のコレステロールが結晶化してできたものです。

2） 胆石のほとんどは胆嚢でできる。

3） 胆管結石は肝臓で形成される。

4） 胆石がつまると、黄疸などの症状が出る。

５１．急性膵炎について下記の文章を完成させよ。

急性膵炎で入院するケースの80％近くは、胆石とアルコールの多飲が原因です。胆石による急性膵炎は、女性のほうが多い。

５２．膵癌について正しくないのはどれか？

1） 膵癌は男性に多く、最近減少傾向にある。

2） 発生部位としては膵頭部に多い。
3） 膵癌の発生母地としては膵管の細胞が多い。
4） 膵癌は進行がんで発見されることが多い。
５３．下垂体疾患について正しくない組み合わせはどれか？

１）巨人症／先端肥大症　　　　　　成長ホルモン

２）クッシング病　　　　　　　　　甲状腺刺激ホルモンの分泌亢進
３）シーハン症候群　　　　　　　　ACTH分泌亢進
４）尿崩症　　　　　　　　　　　　抗利尿ホルモンの産生低下

５４．甲状腺機能亢進症について正しくないのはどれか？

1） 自己免疫疾患で女性に多い。

2） 血液中の甲状腺ホルモンが高値で、バセドウ病が最も多い。

3） 甲状腺は結節状に肥大する。

4） 基礎代謝の低下、眼球突出、頻脈などが認められる。

５５．甲状腺機能低下症について正しくないのはどれか？

1） クレチン病は先天的に甲状腺ホルモンが欠乏した場合に認められる。

2） クレチン病はヨード摂取が多い場合に見られることがある。

3） 粘液水腫は中年の女性に多く、慢性甲状腺炎の末期に認められる。

4） 皮下にムコ多糖類が沈着して特有のむくみを認めることが多い。

５６．慢性甲状腺炎について正しくないのはどれか？

1） わが国の橋本博士が発見した疾患で、橋本病とも呼ばれる。

2） 40－60歳の女性に多く認められる。

3） 甲状腺は結節状に硬く腫大する。

4） 抗サイログロブリン抗体や抗マイクロソーム抗体を認めることがある。

５７．副甲状腺について正しくないのはどれか？

1） 副甲状腺は甲状腺の背面にある米粒大の小臓器で、通常２個ある。

2） 副甲状腺はパラサイロイドホルモンというカルシウムの骨沈着を亢進させるホルモンを分泌する。

3） 機能亢進症では血液中のカルシウム濃度が高くなる。

4） 副甲状腺機能低下症は、甲状腺の外科的摘出の合併症として認められることがある。

５８．糖尿病について正しくないのはどれか？

1） 血糖を下げるホルモンはインシュリンのほかにいくつもある。

2） II型糖尿病では自己免疫機序によって細胞が破壊されている。

3） I型糖尿病が日本では多い。

4） インシュリンとグルカゴンによって血糖値は100mg/dl前後に保たれている。

５９．アルドステロン症について正しくないのはどれか？

1） アルドステロンは副腎皮質から分泌されるホルモンの1つである。

2） 原発性アルドステロン症の原因としては副腎の腺腫や過形成が原因であることが多い。

3） アルドステロン症では、高血圧や高カリウム血症をきたす。

4） 原発性ではレニン活性は低下している。

６０．副腎皮質機能低下症について正しくないのはどれか？

1） アジソン病は慢性副腎皮質機能低下症による疾患である。

2） 原因としては、特発性副腎萎縮、副腎結核、転移性癌などがある。

3） 特発性副腎萎縮は、自己免疫疾患と考えられている。

4） 皮膚の色素沈着、高血糖、脱力感などの症状を呈する。

６１．腎機能について正しくないのはどれか？

1） 腎臓の主な機能は、血液をろ過し、老廃物や過剰な水分および電解質などを排出することである。

2） もう1つの機能は、過剰なナトリウムを排出し、血圧の調節を助けることである。

3） レニン‐アンジオテンシン‐アルドステロン系が活性化し、その結果、血圧が下降する。

4） 腎臓はエリスロポエチンというホルモンを産生する。

６２．急性糸球体腎炎について正しくないものはどれか？

1） 小児や青年期に罹患する事が多く、先行する感染としては扁桃炎・咽頭炎等が大部分を占める。

2） II型アレルギーによっておこる。

3） 検査所見として、ASO上昇と血清補体価の低下が見られる。

4） 治療法としてはステロイドや免疫抑制剤が使用される。

６３．ネフローゼ症候群について正しくない組み合わせはどれか

１）ネフローゼ症候群は尿中蛋白3.5g/日以上で血中アルブミン3g/dl以下に低下した場合をよぶ。

２）微小変化群は光顕上で有意な病変を見出せない成人に多いネフローゼ症候群。

３）膜性腎症 は小児のネフローゼ症候群としては最多である。

４）IgA腎症は日本人で最も多い慢性腎炎。

６４．糖尿病性腎症について下記の文章を完成させよ。

高血圧、蛋白尿、腎不全を伴った糖尿病をキンメルスチール・ウイルソン症候群と呼ぶ。

６５．腎盂腎炎について正しくないのはどれか？

1） 女性より男性に多い。

2） 原因菌として大腸菌が最も多い。

3） 尿路結石などがあると腎盂腎炎のリスクが高くなる。

4） 感染経路としては尿路を介する上行感染が多い。

６５．腎細胞癌について正しくないのはどれか？

1） 尿細管上皮由来の腫瘍である。

2） 腎の悪性腫瘍の中で最も多い。

3） 50-70歳の女性に多い。

4） 腫瘍細胞はグリコーゲンや脂肪に富んでいるため細胞質が明るいのが特徴。

６６．腎芽腫（ウィルムス腫瘍）について正しくないのはどれか？

1） 胎生期の腎組織由来である。

2） 多くは5歳以下の小児に発生する。

3） 腎芽腫に関与する癌抑制遺伝子としてWT1が単離されている。

4） 均一な腫瘍細胞からなる悪性腫瘍である。

６７．尿路結石症について正しくないのはどれか？

1） 上部尿路結石と下部尿路結石に分けられるが、下部尿路結石が多い。

2） 原因は8割が不明である。

3） 燐酸カルシウム結石が最も多い。

4） シュウ酸カルシウム結石では表面がぎざぎざで排出されにくい。

６８．膀胱がんについて正しくないのはどれか？

1） 大部分が扁平上皮癌である。

2） 男性が女性の2.5倍も多い。

3） 危険因子としては喫煙が最大である。

4） 住血吸虫症という寄生虫疾患や膀胱結石による慢性的刺激も発生要因となる。

６９．胚細胞性腫瘍について正しくないのはどれか？

1） 胚細胞性腫瘍は1つの組織型からなる純粋型は約40％ほどである。

2） セミノーマと非セミノーマに分けられる。

3） セミノーマは放射線感受性が低く、予後が悪い。
4） 胎児性癌は多分化能を持つことから、卵黄嚢成分などを含むことがある。

７０．前立腺癌について正しくないのはどれか？

1） 大部分は腺癌である。

2） 最近は減少傾向にあり、癌死亡者の3.5％を占める。

3） 50歳以降に発症し、その割合は年を追うごとに高くなる。

4） 日本と海外の患者割合の差は、食生活の違いによるとされている。

７１．乳腺症について正しくないのはどれか？

1） 50歳以降の高齢者に多い。

2） 乳房痛や嚢胞が生じたり、良性のしこりができるのが特徴である。

3） 乳頭異常分泌(乳汁様、血性、無色)を伴なう場合もある。

4） 月経前に痛みが強くなることが多い。

７２．造血幹細胞について正しくないのはどれか？

1） 赤血球の寿命は約120日である。

2） 造血幹細胞とは全ての血球系細胞に分化可能な細胞である。

3） 人の造血組織は骨髄と脾臓である。

4） 造血幹細胞の定義は、自己複製能を持つことと、多分化能を持つことである。

７３．貧血について正しくないのはどれか？

1） 赤血球が男性で400万/l（女性で350万/l）以下になることを貧血という。

2） 発作性夜間血色素尿症は夜間血液がアルカリ性になり、補体が活性化して溶血する疾患。

3） 再生不良性貧血では血小板や顆粒球も減少して汎血球減少症を呈する。

4） 悪性貧血はビタミンB12の欠乏によって起こる。

７４．白血病について正しくないのはどれか？

1） 急性骨髄性白血病では中間段階の細胞が認められない白血病裂口が特徴である。

2） 急性前骨髄球性白血病ではDICがおこりやすい。

3） 慢性骨髄性白血病では21番染色体の一部が9番染色体の一部と相互転座している。

4） 小児の白血病では急性骨髄性白血病が最も多い。

７５．骨髄異形成症候群について正しいのはどれか？

1） 白血病の前段階と考えられており、急性骨髄性白血病に転化しやすい。

2） 末梢血では汎血球減少を示し、骨髄は過形成を呈する。

3） 不応性貧血、鉄芽球性貧血、芽球増加を伴う不応性貧血などに分類される。

4） 無効造血が特徴である。

７６．多発性骨髄腫について正しくないのはどれか？

1） 異常な形質細胞の増殖によって起こる疾患。

2） 末梢血では貧血などの変化はほとんどない。

3） 異常免疫グロブリンが増加し、尿中にはベンス・ジョーンズ蛋白がでる。

4） X線写真で打ち抜き像（punched out lesion）がしばしば認められる。

７７．伝染性単核球症について正しくないのはどれか？

1） 高齢者に発症しやすい。

2） EBウイルス感染症である。

3） 発熱やリンパ節腫大のほかに脾腫を認めることもある。

4） バーキットリンパ腫の前段階である。

７８．代謝性疾患について正しくないのはどれか。

　１）痛風は胆汁酸の代謝異常で母指の急激な炎症性主張を特徴とする。

　２）糖尿病に血管障害が合併することはまれである。

　３）大動脈硬化症では内膜から中膜にかけてビリルビンが沈着する。

　４）肝細胞の脂肪変性は、中毒、栄養失調や肥満などで起こる。
７９．中性脂肪が沈着する病態はどれか。

　１)アミロイドーシス

　２）眼瞼黄色腫

　３）脂肪肝

　４）動脈粥状硬化症

８０．黄疸のある患者に起こりやすい症状はどれか

　１）色覚異常

　２）瘙痒感

　３）関節痛

　４）脱毛

８１．黄疸をもっとも認めやすい場所はどこか。

　１）眼球結膜

　２）爪

　３）口唇

　４）耳朶

８２．先天性疾患について誤っているものはどれか。

　１）妊娠母体への風疹感染は、妊娠前半の方が危険である。

　２）X 染色体連鎖劣性遺伝病は女子に発現することはきわめてまれである。

　３）遺伝性疾患が疑われる場合には、両親がいとこ同士であるかどうかを確認する。

　４）先天性疾患はほぼ確実に遺伝される。

８３．疾患と染色体数に関して誤っているものはどれか。

　１）クラインフェルター症候群

47本

　２）血友病



46本

　３）ダウン症候群



47本

　４）ターナー症候群


46本

８４．先天異常の成因と疾患との組み合わせで誤っているものはどれか。

　１）単一遺伝子異常

フェニルケトン尿症

　２）多遺伝子異常


血友病

　３）常染色体異常


ダウン症候群

　４）性染色体異常


ターナー症候群

８５．血栓症について正しいのはどれか。

　a.　血栓の主な構成要素は赤血球であり、血小板や白血球はほとんど含まない。

　b.　血栓症の原因として、動脈硬化症による血管内皮障害が重要である。

　c.　下大静脈血栓症では側副循環として腹壁静脈の怒張がみられる。

　d.　動脈に血栓ができて閉塞すると、末梢領域の壊死は必発である。

１．a, b　２．a d　３．b, c　４．c, d

８６．肺塞栓症の原因となる病気はどれか。

　１）下肢静脈瘤

　２）心房細動

　３）大動脈瘤

　４）動静脈瘻

８７．ショックについて誤っているものはどれか。

　１）ショックとは急性に生じる全身の循環障害である。

　２）ショックの際、障害されやすい臓器の一つは腎臓である。

　３）ショックの原因として、大量出血と敗血症が重要である。

　４）ショックでは心拍出量が減るが、血圧はたもたれる。

８８．ショックの兆候としてふさわしくないものはどれか。

　１）顔面紅潮

　２）呼吸促拍

　３）速脈

　４）冷や汗

８９．炎症細胞とその働きの組み合わせで正しいのはどれか。

　１）好中球


抗体の産生

　２）リンパ球


細菌の貪食

　３）マクロファージ


肉芽組織の形成

　４）肥満細胞


ヒスタミンの放出

９０．以下の炎症性疾患のうち化膿性炎に含めないものはどれか。

　１）急性腎盂腎炎

　２）肝膿瘍

　３）皮膚蜂窩織炎

　４）ウイルス性肝炎

９１．アレルギー反応について誤っているのはどれか。

　１）アレルギー反応とは、本来個体にとって無害な物質に対する過敏な免疫反応で、個体に有害に作

用する現象を指す。

　２）アレルギー性炎の特徴は組織の強い浮腫と好酸球の浸潤であり、末梢血液中に好酸球像多をきた

すこともある。

　３）アレルギー反応には抗原抗体反応が関与することもある。

　４）気管支喘息は感染が原因であり、アレルギー性炎に含まれない。

９２．免疫反応について誤っているものはどれか。

　１）ツベルクリン反応陽性とは、結核菌に対するIV型アレルギー反応の獲得の状態を反映している。

　２）胸腺由来リンパ球はT細胞と呼ばれ、細胞性免疫応答の主役をなす。

　３）抗体は血液中のガンマグロブリンであり、形質細胞によって産生される。

　４）最初の感染後に産生される免疫グロブリンはIgGである。

９３．免疫グロブリンについて誤っているものはどれか。

　１）IgAは粘膜免疫の主役であり、分泌液中に多く含まれる。

　２）IgEはI型アレルギー反応に関係する。

　３）IgGは５量体の巨大分子である。

　４）IgMは初感染時に産生される抗体であり、IgGが２回目の感染時に産生される。

９４．細胞性免疫不全となるのはどれか。

　１）全身性エリテマトーデス

　２）無ガンマグロブリン血症

　３）エイズ

　４）抗がん剤投与後の顆粒球減少時

９５．ウイルス感染症はどれか。

　１）麻疹

　２）水痘
　３）ジフテリア

　４）百日咳

９６．空気感染する病原体はどれか。

　１）結核菌

　２）インフルエンザウイルス

　３）MRSA

　４）EBウイルス

９７．手洗いが有効でない病原体はどれか。

　a.　結核菌

　b.　MRSA

　c.　インフルエンザウイルス

　d.　 EBウイルス

１．a, b　２．a d　３．b, c　４．c, d

９８．人の腸内常在菌と言えないのはどれか。

　１）大腸菌

　２）カンジダ

　３）緑膿菌

　４）サルモネラ

９９．経口感染する病気はどれか

　１）HIV感染症

　２）A型肝炎

　３）マラリア

　４）肺結核

１００．腫瘍について正しいのはどれか。

　１）良性腫瘍が再発することはない。

　２）細胞分裂増が目立つのは良性腫瘍である。

　３）病理組織学的に良性腫瘍であれば、患者の生命に危険を及ぼすことはない。

　４）良性腫瘍は正常の成熟細胞に似た構造・配列をとる。

１０１．扁平上皮がんを発症する頻度の高い臓器はどれか。

　a.　食道

　b.　肺

　c.　肝臓

　d.　大腸

１．a, b　２．a d　３．b, c　４．c, d

１０２．肉腫について誤っているのはどれか。

　１）肉腫は癌腫に比較して若年者に多い。

　２）肉腫と癌腫の頻度はほぼ同じである。

　３）肉腫の中では骨肉腫は比較的予後が悪い。

　４）肉腫はリンパ行性転移よりも血行性転移が多い。

１０３．がんの転移について正しいのはどれか。

a.　肺癌は他の癌に比べて脳や副腎への転移の頻度が高い。
　b.　乳癌および前立腺がんは骨への転移を起こしやすい。

　c.　胃癌が腹膜に播種することはまれである。

　d.　膵臓がんは好んで脾臓に転移する。

１．a, b　２．a d　３．b, c　４．c, d　

１０４．男性より女性に好発する癌はどれか。

　a.　甲状腺癌

　b.　肺癌

　c.　食道癌

　d.　胆嚢癌

１．a, b　２．a d　３．b, c　４．c, d

１０５．がんの危険因子で誤っているものはどれか。

　１）緑黄色野菜を多くとればとるほどがんのリスクが低下する。

　２）喫煙は乳癌の危険因子である。

　３）肥満は肝細胞癌の危険因子である。

　４）動物性脂肪の過剰摂取は大腸がんの危険因子である。

１０６．消化管の腫瘍で正しいのはどれか。

　１）腺腫は非上皮性の腫瘍である。

　２）大腸腺腫は癌化しない。

　３）癌腫は上皮性の腫瘍である。

　４）平滑筋腫は上皮性の腫瘍である。
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